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The direct peptide reactivity assay (DPRA) is an effective method using peptides in vitro 

skin sensitization test. However, HPLC in the DPRA protocol is time-consuming and the 
handling is difficult in comparison with other general analyses. We have developed a novel 
skin sensitization assay system (chromophore solid phase peptide reaction assay (C-SPRA)) to 
solve these problems. In this study, in order to develop a method of rapid sensitization 
assessment, we improved the C-SPRA system by changing a type of beads and simplifying the 
operations in the measurement preparation stage. 
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皮膚感作性試験における動物実験代替法である Direct Peptide Reactivity Assay 
(DPRA) 法は、被験物質とペプチドとの反応を利用した試験法である 1)。DPRA 法は

in vitro において有効な皮膚感作性の評価法であるが、難水溶性物質の評価が困難で

あることや操作が煩雑であることなど多くの問題を抱えていた。これらの問題点を解

決するため、我々は以前よりペプチド固定化ビーズと色素を使用した皮膚感作性試験

法として Chromophore solid phase peptide reaction assay (C-SPRA) 法を開発してきた 2,3)。

ペプチド固定化ビーズは幅広い溶媒中で膨潤するため、適切な溶媒を選択することに

より、難水溶性物質の感作性を評価することが可能である。また色素を用いることで、

紫外可視吸収測定によって感作性を評価でき、試験操作が簡便である。しかし、これ

まで開発してきた C-SPRA 法は DPRA 法と同様に反応に 24 時間を要していたため、

試験時間の短縮が望まれていた。そこで我々は C-SPRA 法を改良し、約 2 時間の試験

時間で迅速に感作性を評価できる試験法を開発することとした。本発表では、C-SPRA
法の改良に向けたビーズの選定を中心に研究成果を報告する。ビーズとして PEGA レ

ジンを使用すると、ペプチドと被験物質との反応を短時間で行うことができ、試験の

再現性についても向上することが分かった。また試験準備段階における操作を簡便化

でき、操作性の優れた試験が実施可能となった。 
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